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縦
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光
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瓶
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第
十
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饗

C
癖

二
十

八
回
仰
せ

昭
利
三
年
五
月
二
十
七
日
午
前
七
時
四
十
六
分

岡
山
数

上

り
列
叫
に
沸
し
午
前
八
時
三
十
三
分
利
払
脚
下
坪
紅
に
日
勤

恥
に
て
久
米
邦
吉
岡
村
州
原
銀
山
に
向
ふ
午
約
十
時
年
別
溶
解
珍
俳
風

多
数
に
迎
(
ら
れ
坑
の
内
外
私
押
柵
境
内
･･Jれ
且
穀
食
の
牲
艇
か
受
け

牛
後
三
時
頃
即
し
て
将
金
に
就
き
七
時
頃
桐
山
抑
滞
仰
故
ぜ
リ
北
海

略

は
本
誌
妨
十
特
節

E
耽
廊
報
桐
谷
参
照
さ
れ
た
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C
妨
二
十
九
何
例
骨

六
月
十
日
年
前
九
時
よ
り
六
荊
放
物
単
数
茎
に

放
け
る
岡
山
怜
物
串
骨
に
て
次
の
雑
横
谷
聯
-
'
前
回
の
壇
4
,hf･Sリ
衆

骨
鋸
四
十
三
名

目
本
地
虫
の
柚
把
(完
紬
)

大
高

八
大
数
枚

○
節
三
十
LE
例
愈

七
J

T
口
中
約
九
時
よ
り
駆
立
摘
基
.1
開
骨
炎
の

誹
訴
あ
り
た
り
､
水
食
潜
二
十
三
名

l
t
北
栄
の
地
形
柑
紀

2
､
鴻
洲
に
放
け
る
馬
俄
の
衝

3
､
食
娘
袖
の
枇
脱

泉
水
富
太
郎
粛

浦
上

糸
静
粛

鴫
野

-
郎
雷

○
筋
三
十

1
何
例
昏

九
月
十
六
日
午
前
九
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よ
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煤
立
摘
柴
に
開
骨

太
の
誹
拭
あ
り
氷
骨
者
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十
七
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満
州
に
於
げ
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鑑
の
現
況
と
日
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の
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移
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問

揃
上

演
術
君
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梅
の
政
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軍
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方

〇
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十
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何
例
骨
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八
日
午
前
六
時
五
十
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岡
山
敬
､
伯
備

線
新
見
に
至
る
今
阿
新
設
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し
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伯
僻
縦
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蒸
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岬
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岡
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菜
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叉
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れ
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叔
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桝
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ソ
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が
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ダ
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踏
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ヽ
ヽ
ヽ
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流
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ソ
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ソ
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猫
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叩
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O
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静

新
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五
粁
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-
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粘
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粁
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河
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三
八
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河
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と
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レ
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､
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ほ
L
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イ

タ
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ー
パ
､
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ン
ダ
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ザ

ベ

ル
'
ボ
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ト
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タ
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等
が
あ
る
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サ
ノ
フ
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シ
ス
コ
河
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で

-

;

ス
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ラ
か
1
7
追
加
が
.q

tC･猶
上
流
に
髭
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が
鵡
/Q
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パ
ラ
グ
ア
イ
河
で
は
'
℃
),
デ
ビ
デ
オ
か
ら

難

祁

コ
ル

ン

バ
I
帯
鵬
の
間
に
髭
期
が
あ
る
｡

rLル
ン

バ
1
.1
は
伯
例
の
編

罪

工

廠
が
あ
つ
て
か
-
ビ
ア
及
パ
ラ
グ
ア
イ
に

封

す
る
非
髄
で
あ
る
｡
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記
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ベ
レ
ン
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P
a
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と
i
桐
せ
ら
れ
､
ア
ヤ
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シ

本
流
の
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ニ
ー

と

マ

ナ
オ
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と
の
築
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が
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新
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で
あ
る
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C
h
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鼠
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似
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小
動
物
で
モ

皮
の
市
慣

な
る
に依
り
踏
-

其銘
み
知ら
れ
て
屠
る
.
紐

菅
又
は
倫
故
に
於
け
る
ナ
ン
チ
-
ヤ
製
オ
八
ラ
コ
ー
ト
の
慣
1
7
耗
確

力
玉

一
端
五
千
碑
の
高
偶

に
し

て
毛
皮
非
の

ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
と
科
せ
ら

る
O
産
地
ほ
が
-
ビ
ア
私
主
と
し
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部
プ
-
'
何
部
ペ
ル

ー
で
あ
る
が

他
郷
で
の
移
椎
は
失
敗
し
た
の
で
､
原
地

塊
産
み
必
蛍
と
す
る
O
近
年

艦
独
L
i1
1
め
迩
次
粒
旗
減
退
の
兆
が
あ
る
の
で
､
飼
育
す
る
必
輩
に

迫
ら
れ
て
与
,L
it
今
日
ほ
か
-
ビ
ア
にこ
七
十
滞
非
の
骨
政
が
出
琴
,J
､

之
も
飼
育
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
-
し
成
功
す
れ
ば
毛
皮
鼎
に

7
火
非

命
払
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了
で
あ
ら
う
｡

0
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線

の

開

通

轟
に
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た
濁
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箱

繊
道
の
7.

部
で
光
玄
銑
逆
の
封
々
淡
か
ら
弊
奔
瞭
僻
T1
至
る
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道
)
十

八
棚
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軽
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ふ
｡
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銑
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に
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も
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で
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の
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椎
に
東
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戯
迫
に
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撃
私
典

へ
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
石
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即
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潤
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チ
エ
マ

ル
ス

ビ
チ
エ
y
マ
ル

ス
は
叔
近
英
樹
に
て
敬
印
さ
れ

'
栂
池
に
放
て
故
事
さ

れ
次
で
俳
紺

に

於
て
エ
米
化
さ
れ
'
点
妃
栄
樹
に
波
り
L,
は
､
東
に
各

州
に
､
そ
の
大
槻
粒
の
出
産
和
紙
期
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
伊
の
淡
北
的
朝

地
材
料
で
あ
る
O
ビ
チ
エ
マ
ル
ス
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
窄
ま
た
る
ビ
チ

ュ
メ
ソ
そ
の
も
の
･J
乳
剤
で
あ
る
O
誠
に
そ
の
乳
液
の

7
滴
か
吸
取
紙

止
に
拓

せ
け
乳
剤
中

の
水
分
は
鑑
に
分
離
L
t･J靴
中
に
吸
収
さ
れ
､
紙

上
に
は
只
純
粋
な
る
ビ
チ
ユ
メ
ソ
の
み
の
出
る
私
見
ん
｡
同
株
に
ビ
チ

エ
マ
ル
ス
か
相
よ
り
如
鯨
に
移
し
て
泣
粉
河
に
撒
布
せ
ん
に
は
､
水
に

等
し
4
,鎌

取
松
か
持
っ
て
'
自
由
に
抵
路
骨
材
の
如
何
な
る
小
関
防
私

汁

-
惨
透
し
去
っ
て
､
そ
の
到
る
桝
に
純
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
介
離
し
沈

織
し
て
､
其
鹿
に
点
も
現
怨
的
な
る
骨
材
咽
各
ぜ
の
榔

噴
在
重
た
か
ら

L
む
る
も
の
rで
あ
る
｡

〓
!]=
に
し
て
之
船
舶
へ
け
ど
チ
ユ
マ
ル

ス
は
純
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
或
秤

の
酵
僻
み
加

へ
LJ
.
完
全
に
托
酵
せ
し

め
た
如
き
純
γ
K.
フ

ア
ル
ト
G
l

砕
波
で
あ
る
､
そ
れ
は
叔
串
付
等
加
熱
の
間
例
も
な
-
､

何
等
仰

倒
な

設
備
と
熱
椀
と
私
邸
ぜ
ず
､
恰
も
抱
水
に
等
し
古
紙
易
な
労
作
の
下
に

締
め
て
触
雑
作
に
道
路
骨
材
の
滋
下
肝
に
決
で
､
如
何
な
る
維
小桝
と
な

り
て
i･
-
'
･LT
由
に
浄
透

し
髄
ふ
と
河
畔
に
見
る
-

細
部
槻
糾
し
て

桃
7
T(
フ
ア
ル
ト
に
琴
Ph
L
､
遊
T
に
紳
介
材
と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

締
り
限
り
の
､
僻
懸
,･J
効
髄
と
在
任
押
し

髄
ふ
i
の
で
あ
る
｡

第
四
雄

三

t一

七
二

L
.
ビ
チ
ユ
マ
ル

ス
に
は
金
銀
加
熱
の
必
要
が
な

い
｡
さ
れ
ば
何
時
に

て
-
追
払
川

骨

材
と
､
伺

7
甑
皮
71
於
て
低
利
に
包
由
に
使
用
し
得

る
か
ら
､
政
界
紋
の
火
炎
裟
な
加

熱設
備
-
.
周
到
な
る
監

潜
の技

術
も
.
大
切
な
熟
練
職
工
の
抜
髄
わ
も
必
礎
と
は
し
な
い
｡

二
､

ビ
チ
エ
マ
ル
ス
の
撒
和
に
は
､
鵜
組
と
淑
範
と
秘
跡
慮
す
る
必
礎

が
な
い
｡
絶

対

加
熱
の
必
礎
も
な
-
､
自
的
に
紋
秋
和
犯
し
て
放
る

1
乳
剤
に
は
'
作
光
上
付
韓
大
儀
に
封
で
る
懸
念
-
な
く

叉
気
組

に
封
す
る
配
慮
も
入
ら
ぬ
む
し
ろ
降
雨
T1
よ
っ
て
骨
材
の
汚
泥
か
'

日
蝕
,1
批
淋
し
去
っ
た
後
が
施
工
上
に
は
却
て
便
利
な
雅
で
あ
る
O

三
'
ピ
チ
ユ
マ
ル
ス
沈
入
の
眼
目
I
JB
骨
材
州
立
の
噛
食
ぜ
私
政
i
各

班
的
に
蹄
六
線

粥
的
に
確
保
す
る
O

=
の
故
に
彼
の
加
軌
ブ

ス
T1.
7

ル
ー
の
場
合
の
如
-
､
過
剰
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
み
路
上
に
ま
で
p
協

約

潮
位
ぜ
し
む
る
必
嬰
は
ま
し
て
な
い
｡
叔

近
欧
米
に
放
て
は
寧
ろ

印
描
附
脱
の
施
政
加
数
ぐ
か
脂
に
r
ピ
チ
ユ
マ
ル
ス
排
人
後
の
路
田

Li
p
稗
史
小
杯
石
田

私
締
出
せ
し
め
て
､
そ
の

『
掛
ら
な
い
格
:E
』

み
作
成
す
る
み
誇
り
と
し
っ
1
あ
る
｡

四
､

ピ
チ
エ
マ
ル
ス
は
純
ビ
チ
エ
メ
ソ
の
乳
剤
で
あ
る
｡

ビ
チ
エ

マ

ル

ス
の
製
故
に
は

'

固
よ
り
納
塊
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
特
に

純
良
な

る

-

の
み
逃
び
.
共
の
針
入
度
好
h,]十
比
力
五
二

甘
皮
り
J
の
私
用
か
る

か
ら
､
道
路
日
放
食
材
と
し
て
の
そ
の
粘
fh-Jit
油
に
岸-1
織
Vh
r政
も
池

常
で
あ
る
O
且
乳
剤
の
L醜
山
に
泌
す
る
酵
母
の
如
き
脱
利
剤
は
､
狗

泡
に
於
げ
ろ
敢
曲
り
改
良
教
明
にこ
よ
り
て
之
私
二
千
分
の

7
に
ま
で

減
却
せ
し
め
柑
た
る
み
以
て
'
始
ん
ど
純
ビ
チ
ユ
メ
ソ
以
外
の
何
物

か
だ
-
.別
人
せ
ず
-
首
ふ
に
等
L
-
､
総
て
鵬
-

長

期
刑
の
貯
寂
に



構
え
て
砥

i
日
野
す
る
こ
と
な
し
｡
加
熱
さ
れ
ざ
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
糾
令
カ

が
永
久
的
に
担
化
せ
る
ほ
亦
飼
t･<
り
脚
知
の
ホ
柄
で
あ
る

五
t
riJ
チ
エ
マ
ル
ス
利
用
の
範
帆
は
放
火
で
あ
る
｡

ビ
チ
ユ
マ
ル
ス
か

叉
は
細
ア
ス

フ

ァ

ル
ト
以
外
の
何
物
で
も
な
-
､
只
之
払
乳
剤
た
ら

し
め
ん
=
と
に
成
功

し
た
る
に
よ
り
て
､
そ
の
収
敵
】付
紐
め
て
簡

易

に
そ
の
虚
班
も
細
め
て
迦
速
に
'
且
そ
の
利
用
み
粒
め
て
綿
肺
的
な

ら
し
め
柑
た
る
桝
以
私
取
仰
す
る
に
放
て
は
'
そ
の
利
用
の
端
陶
が

前
途
抽
め
て
放
れ
な
る
抑
以
も
亦
Li
祇
ち
に
骨
相
し
狩

るで
あ
ら
う

誠
に
関
越
和
紙
路
の
唯
脚
LL
限
る
と
し
て
も
或

は
新
泣
路
の
染
出
に

(
骨
材
の
企
渉
泣
法
)
或
は
批
成
退
路
の
改
良
桃
修
に
(
中
捗
遼
法
)
路

田
淡
厨
の
み
の
∴卯
淡
に
(
袈
河
鹿
現
法
)
隔
別
す
る
在
村
て
'
夫
々
随

所
に
そ
の
叔
J
池
切
な
る
利
用
か
試
み
る
払
柑
べ
-
'
或
は
既
存
鋪

敗
の
如
何
な
る
稗
如
た
る
み
閃
は
ず
し
て
'
そ
の
攻
城
に
湖
L
i1
癖

穴
も
損
充
す
る
槻
食
の
如
き
'
恐
ら
-
其
の
作
先
の
倣
り
に
仰
恥
に

し
て
'
田
も
そ
の
効
苑
の
僚
り
に
掛
封
な
る
に
は
幣
放
せ
ざ
る
私
柑

ざ
ら
ん
.
即
ち
史
に
之
私
防
水
防
船
の
方
田
に
椿

へ
'
叉
は
之
九
品
粗

筋
粗
放
の
方
田
に
究
め
'
叉
は
之
払
拭
粍
壌
料
の
方
術
.1
工
夫
す
る

等
漸
次

丁
般
技
術
鼎
の
非
求
に
向
つ
て
へ
そ
の
細
別
的
州
法
私
立
寒

し
準
r
げ
p
恐

り
-
何
人
で
も
そ
の
之
私
知
る
の

7
日
在
校
う
せ
る

私
悔

い
ざ
る
は
な
か
ら
う
｡
ハ火
大
阪
に
披
る
)

0
中
等
学
校
地
理
科
設
憶
品
牽
低
標
準
案

(
i
)

本
寒
は
翁
甘
拭
LL机
捌
し
て
ゐ
ら
れ
る
阿
児

緋
幡
粛
辞
地

秋
蝉
令

息

の

附
.1
於
て
作
成
､
糸
筋
躍
if
の
常
樹
に
投
出

し
て
.
少
-
と
も
F
I
れ

洗

*

*

げ
の
設
伽
も
必
要
-
す
る
と
淡
試
し
た
原
案
で
あ
る
｡

地
軸
の
嚇
別
数
翁
在
村
す
る
坤
等
塀
校
J
L
-
は
､
作
-
ら
ん
と
す
る

嘩
枚
に
良
き
参
考
と

な
る
で
あ
ら
う
J
J
と
み
侶
ず
る
｡
(船
m
)

〇
本
雄
は
抑
砲
塔
絞
'
申
串
校
､

前
群
女
串
校
在
拡
軸

と
し
て
作
製
せ

る
と
･の
な
る
が
故
に
商
茄
蝉
校
'
エ
蛮
撰
校
に
於
て
は
多
少
料
的
す
べ

き
も
の
あ
ら
ん
J
fl==
仲
立
斑
光
壌
枚
は
機
兵
介
及
び
文
骨
任
用
令
に
於

て
中
準
校
と
伺
笹
以
上
と
認
先
学
b
れ
み
る
も
の

に
て
設
僻
に
大
差
あ

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
べ
し
.

〇
倍
市
立
中
称
串
校
中
に

T
部
分
り
設
備
に
於
て
班
に
本
案
の
上
に
出

づ
る
も
の
あ
る
は
寄
ぶ
べ
-
し
て
決
し
て
資
繊
な
る
に
あ
ら
ず
'
本
案

は
横
越
の
如
-
滋
低
梯
畔
案
に
し
て
決
し
て
現
恕
寒
に
あ
ら
ず
C'

○
備
品
の
分
別
に
就
き

別
記
S
.如
き
排
列
は
多
少
不
泊
餌
な
浦
も
の
め

る
べ
L
と
排
も
糾
瓦
に
祁
塀
的
す
る
も
の
甚
だ
多
-
記
城
の
偲
斑
上
析

-
な
ぜ
る
i
の
に
過
k
,ず
｡
例

へ
は
各
地
盟
岬

代
わ
代
袈
す
る
射
石
狐

の
如
き
は

叫
は
以
て
i.･｡t
翰
た
る
地
質
図
か
寵
む
の
根
本
如
拙
で
あ
り
地

形
地
質
力
立
地
班
柿
造
な
附
し
且
級
折
関
越
か
初
め
人
文
上
にこ
及
ぼ
す

蘭
現
象
私
拙
知
せ
し
め
ん
が
総
の
設
伽
な
る
が
故
に
地
誌
数
枚
の
際
畔

備
す
べ
き
も
の
に
て
勿
節
目
本
地
伽
の
IS
に
記
す
べ
き
も
の
な
る
も
之

み
便
宜
上
陸
跡
地
池
の
部
,1
記
せ
る
が
如
き
は
其
の
幣
し
き
班
例
な
り

と
す
｡

日

次
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分
ノ

1
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本
地
樹

l

棋
鳩
柵
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'火
口
本
地
樹

]

改
新
欠
脈
日
本
地
方
別
田

三

愛

知

煤

地

間

丁

五
胡
分

乙

地
形
脚

7
色
刷
四
Q
O

同

三
色
刷
云
G

二
十
前
分
ノ

T
地
形
紺

]13
0

二
鵜
五
千
分
ノ

2
同

70
0
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溺
分
ノ
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同

-0
0

五
代
分
ノ
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大
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小
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郊
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加

(
鵜
分
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7
地
形
樹

急
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分
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陥
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州
地
形
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7
茄
分
ノ

二
見
祁
虹
郊
樹
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甘
耽
分
ノ
T
肌
何
州

志

火

口
本
地
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脚
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組
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四
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創
堵
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御
前
将

伊
勢
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三
河
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江

妃

梅

日
本
紙
部
及
附
妃
諦
梅

(
二
枚

7
組
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北
大
平
作
海
流
固

日
本
伺
方
略
河
海
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樹

日
本
紀
梅
紙
数
軸
流
樹

北
太
平
洋
ノ
如
貌
樹

北
太
平
洋
ノ
天
範
囲

日
本
ノ
地
質
銑
直
樹

日
本
既
発
地
即

日
本
郡
市
別
人
口
分
布
樹

東
北
地
方
人
口
分
布
図

近
髄
地
方
市
町
村
別

人
口
分
布
樹

日
本
人
口
分
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固

他
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固
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00
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菅
000

】

(
非
常
品
)

豊
0

豊

0

(
非

盟

品
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球
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日
本
帝
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附
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兜
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雷
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o
o

平
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八
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何問同同同大

阪
鵜
誠
堂
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紺
鹿
骨

小
野
銭
こ

弊
篠
報
血
合

小
野

錨

こ

田

中

､

山
本

大
阪
荷
船
骨
比

率
梅
指

針
就

学
梅
指
針
批

北
ハノ
他

中

.描
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米
中
部
地
質
棒
型

阿
妹
火
山
切
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也

日
本
没
収
地
何
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型
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日
髄
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割
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孤
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】
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〓
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0
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O
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O
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(
≡
)

梯

本

｡
本
各
地
額

相
等

J,Ia
詰

0
.
等

O
O
O

H
本
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